
　私は、2021年 8 月下旬から約１年間、ハーバード
大学のウェザーヘッド国際問題研究所日米関係プロ
グラムのアソシエイトとして在外研究を行いまし
た。まずは、この場を借りてこうした機会を提供し
て頂いた大学に心よりお礼を申し上げたいと思いま
す。私には、読者の皆様に滞在の疑似体験をしてい
ただけるような紀行文を書く文才はないのと、オフ
ィスへの往復と買い物以外の外出をほぼしていない
ので、今後、在外研究に向かわれる皆様の参考にな
ると思われる情報を中心に記載したいと思います。

はじめに
　在外研究の 1 年をどのようなスタンスで過ごすか
については、本学医学部の公衆衛生学教室での共同
研究に参加させてもらった経験が大きく影響しまし
た。フロアの至る所で研究が行われ、同僚と研究に
ついて話し合うという日常がそこにあり、留学時代
が懐かしくなりました。そこにミドルエイジクライ
シスの理由無き焦燥感も加わり、自分は、できるだ
け多くの時間を研究に割けるような、生活スタイル
を構築しようと、1 人で行くことにしました。
　妻から到着後開けるよう言われていた袋を開ける
と、家族の写真が掲載された手作りの卓上カレンダ
ーがあり、寂しさは最高潮になりましたが、少しず
つ、久しぶりの一人暮らしにも慣れ、全体として生
産的な日々を送ることができました。帰国直前に上
の息子が 1 人で来米した際は、もちろん嬉しかった
ですが、やはり研究は滞りました。家族とはビデオ
電話で毎日会話をしていて、逆説的ですが、日本に
いるときよりも息子達とは話ができた気がします。

日米関係プログラム
　学者、マスコミ関係者、企業派遣、官僚が大体 、
3：1：1：5 位の割合で在籍していました。学者の

専門領域は政治学者が多いものの、人文社会科学で
日本かアメリカに関する研究をしていれば大丈夫そ
うです。研究員は滞在中に英語論文の執筆が求めら
れます。週に一度、ゲストスピーカーの講演や研究
員の発表があり、2 ヶ月に 1 度ほど何らかのソーシ
ャルイベントもありました。COVID-19 の流行によ
って、活動がオンライン中心となった時期もありま
したが、こうしたイベントを通じて研究員間で互い
の仕事の悩み相談をできるような関係性を築けまし
た。私にとっては、自身の職場での体験について、
真っ当な社会人の意見を聞くことができ、自分の考
えと生き方に自信を持つための貴重な体験ができま
した。
　また、研究員は、授業を履修することを奨励され
ます。私の研究分野である応用統計学や政治経済学
では、広く公開されているデータを分析しても、目
新しい事はあまり言えないので、非構造データと呼
ばれる画像やテキストから自分でデータを作る必要
性が高まっています。そのため、滞在中には今まで
共著者に任せがちだった地理情報システム（GIS）
の処理技能を身につけることを目標に取り組みまし
た。

住居選び
　ほとんどの人は、現地の日系の不動産屋さんにコ
ンタクトを取るようですが、インフラの契約や家具
の準備・処分等が面倒ですし、渡米直後と帰国前に
ホテルに泊まるのが嫌だったので、自分は、イン
ターネットで直接オフィスまで徒歩 2 分の Bed and 
Breakfast で長期滞在契約をしました。ハーバード
には、世界中から研究員が来るので、長期滞在者向
けのちょうど良い宿泊施設があると予想しました
が、正解でした。調理には、電子レンジと炊飯器し
か使えませんが、インフラ契約は必要無いですし、

ハーバード大学での在外研究
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家具は既にあったので、すぐに現地での生活を始め
ることができました。また、週 1 回掃除をしてもら
えたのは、長期滞在では特に有り難かったです。

物価
　大まかに言うと私がいる間に、円安の進行で25
％、インフレで25％、合わせて物価は 5 割増しにな
った感じです。ケンブリッジの物価が高いこともあ
りますが、スタンフォード大学の近くは更に高いよ
うです。最初の頃は、時は金なりと、あまりお金の
ことは気にしないで外食する予定でしたが、外食の
値上がりは特に激しく、自分でも簡単に作れそうな
サンドイッチがチップや税を入れると15ドル位、ラ
ーメンは20ドル位なので、もったいないというより
も、アホらしくなって、自然と自炊が増えました。
レンジでパスタを茹でるための箱を買って、明太子
パスタの素で作ることが一番多かったように思いま
す。日用品や食料の購入は、ほとんど Amazon で
行いました。10年前は通常便で１週間、急ぎでも 2
日かかっていた配達時間は、日本と同程度に短縮さ
れていました。日本食も取り扱いが増えていました。
Amazon Prime の年会費は日本よりも高価ですが、
早めに年間会員になった方が良いと思います。物価
の上昇で唯一、良かったのは、在外研究の支度金の
支出管理が楽になったことです。航空券と家賃、健
康保険で大体、支度金を使い切るので、細かい経費
は記録しないでも大丈夫ではないかと思います。

治安
　コロナ禍に伴い、地下鉄等でのアジア人へのヘイ
トクライムが増えています。NYC に出張に行った
知人の研究員も現地のコーディネーターに NYC の
地下鉄は危険だから避けるよう言われたそうです
し、在シカゴの義理の従兄弟も、危険では無いはず
の地下鉄路線で昨年、銃を突きつけられて iPhone
を奪われたそうです。海外で安全のためにタクシー
を使うことに研究費が使えるといいなと思いまし
た。
　また、買ってすぐに自転車が盗まれました。知人
に貸している時に盗まれたので、普通の携行品保険
は使えませんでした。購入後 3 ヶ月以内だったの
で、所持するカードがショッピング保険に対応して

いて保険が適用されましたが、危ないところでした。
自転車の鍵は、ケチらず U 字ロックにしましょう。
他の研究員は、かなり太いチェーンロックだったそ
うですが、それでもチェーンだと切られるようです。
日本では公道で使えない電動キックボードが使える
ので、購入したい人もいると思いますが、さらによ
く狙われます。しかも、保険対象外であることが多
いので気をつけてください。

コロナ
　ハーバード大学は、寮生や大学所有アパートの住
人は週 2 〜 3 回、我々のような寮外の人間は、週 1
回の Color というキットを用いた PCR 検査が義務
付けられていました。それでも、2021年のクリスマ
ス頃に（恐らく）オミクロンに感染しました。疲れ
た日に寒い中、外でお酒飲んだのが良くなかったの
だと思います。ただ、当時は街やアパート中で誰か
の咳が聞こえる状態でした。感染中の外出は当然禁
止なので、玄関前まで届けてくれる Amazon のネ
ットスーパーが重宝しました。コロナ禍が完全に収
束するまでは、もしもの時のライフラインとして、
ネットスーパーが使える地域に住む方が良いと思い
ます。ちなみに、ケンブリッジでは、かなりの人が
マスクを着用していましたが、その他の地域では、
マスクは嫌われ者です。知人は、航空会社のマスク
着用が連邦地裁で違法判決が出た日に飛行機に乗っ
て、コロナに感染しました。また、屋外で食事すれ
ば大丈夫と思っている人が多い点と、スピーチをす
る際にマスクを外す人が多い点は日本には無い特徴
です。

その他
・空港での Uber の乗降場所は、タクシーや乗用車

とは違って、少し離れた場所に乗降スペースがあ
り、案内看板も分かりにくいことが多いです。

・航空機の遅延とロストバゲージが、かなり増加し
ています。不安な人は、不測の事態への対応が手
厚い保険に入っておきましょう。

・航空券を除いても支度金を使い切るなら、航空券
はマイルを利用して発券した方が経済的です。

・研究推進部 HP や学内版研究者情報へのアクセ
ス、授業シラバスの登録、出張申請など学外から
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行うために、VPN を設定すると良いと思います。
・iPad は、1 台何役もこなせるので重宝しました。
・海外送金は Wise というサービスが便利です。
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　2021年 8 月19日から翌年 8 月15日までの約１年
間、イギリス・インペリアルカレッジ・ロンドン

（ICL）の熱流体研究所（Thermofluids laboratory）
にて研鑽を積む機会を頂きました。本来は2020年 8
月からの予定でしたが、新型コロナウイルス感染症
の世界的流行によりイギリスがロックダウンを実施
したため、十分な研究活動の実施が難しかったこと
から、１年間の猶予期間を頂きました。今、一年
間の在外研究期間を無事に終了し、こうしてレポ
ートを書くことが出来るのは、福岡大学、事務関
係者、工学部教授会、所属研究室の職員、ならび
に ICL 関係者の皆様の柔軟なご対応とご協力を頂
戴できたからこそです。ここに記して厚く御礼申し
上げます。本レポートでは、私の滞在中の経験につ
いてお話しすると共に、今回の在外研究の一番の関
心であった「ICL で研究するということ」について、
私が感じたことをご報告いたします。
　ICL は工学部、理学部、医学部からなる理工系大
学で、イギリスの首都ロンドンに二つのキャンパス
を有しています。私がお世話になった工学部は、理
学部と共にメインキャンパスに置かれており、ロン
ドンのほぼ中心地区、高級住宅街として知られるサ
ウス・ケンジントン地区に位置しています。キャン
パスの北側には王立音楽大学とロイヤル・アルバー
ト・ホール、東側にはヴィクトリア・アンド・アル
バート美術館、南側にはサイエンス・ミュージアム
とロンドン自然史博物館が隣接しており、美術館や
博物館好きにはたまらない好環境です。さらに、キ
ャンパスの徒歩圏内にはハイドパーク、ケンジント
ン宮殿、ハロッズ本店、イギリスの昔の街並みを残
したカイナンス・ミューズなどの観光スポットに加
えて、おしゃれなカフェや美味しいパブが多数有る
ので、キャンパスの周辺は常に多くの観光客で賑わ
っています。この様に最高の立地条件であるので、

大学までの40分ほどの通学時間は良い気分転換とな
り、毎日通学路を変えて小旅行気分を味わっていま
した。
　ICL の学生数は、学部生・大学院生併せて約 2 万
人で、その 6 割近くが留学生とのことでした。ICL
は世界大学ランキングで常に10位以内にランクイン
している世界有数の大学であることから、世界中か
ら優秀な学生が集まって来る（担当教員のテイラー
教授は積極的に受け入れていると仰っていました）
そうです。そのためか留学生の国籍は様々でしたが、
学内を歩くと特に中国からの学生が多いことに気付
きます。学内では英語よりも中国語を耳にする機会
の方が多く、中国の大学に来ているのではないかと
錯覚するほどでした。留学生は皆英語が堪能で、コ
ミュニケーション力は非常に高いです。日本からの
留学生は70人ほど（伺った話です）と少なく、工学
部は特に少ないのか、在外期間を通じて学内で日本
人に出会う事はありませんでした。
　学生達は総じて勤勉でした。私が拝聴した講義で
は、学生の大半が予習をして講義に臨み、皆集中し
て講義を受けていました。質問があればその都度先
生に質問するのは当たり前で、先生と熱い議論を行
う場面（これには国民性もあるかもしれません）も
多々見られました。また、平日の図書館は24時間利
用できることから多くの学生が遅くまで勉強してお
り、試験期間中になると泊まり込んで勉強する学生
も多数見られました。学生の話では、レポート課題
が多く定期試験の問題も非常に難しいので、常に予
習・復習していないと単位が修得できないとの事で
した。しかし驚いたのは、学生たちが戦略を持って
受講している事でした。学生達は自身の未来像を明
確に描いていて、その上で ICL ではどういう能力
を身に付け、そのためにはどの講義を受けてどうい
う成績を収める必要が有るのか、学修のビジョンを

インペリアルカレッジ・ロンドンで研究するということ
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明確にした上で、「選択と集中」を徹底して実践し
ている点に感銘を受けました。
　今回お世話になりました熱流体研究所は、レー
ザ等の光学機器を用いて、乱流を伴った気液二相
流、および燃焼を伴う乱流場の流れ構造や主要な物
理量を計測する実験的研究を専門としており、スプ
レードライヤー、内燃機関、およびガスタービンと
いった分野で優れた業績を多数あげています。私
の指導教員を担当頂いたテイラー先生（Prof. Alex 
Taylor）を主幹教授として、教授１名、講師１名、
ポスドク1名、博士取得を目指す大学院生10名、更
に私の様な訪問研究者が常時 2 ～ 3 名というメンバ
ー構成で運営されています。学生は、それぞれが個
別の研究課題を担当しており、それらの課題は国家
プロジェクトもしくは企業との共同研究のいずれか
でした。
　私は、ポスドクとの協働で、燃料の燃焼現象に関
する二つの研究課題を担当することになりました。
有り難いことに、私が渡英した頃から新型コロナウ
イルスに対する規制が次々と緩和され、入国後十日
間の自主隔離期間が完了すれば、感染しない限りは
大学に出校できる状況でした。これにより、大学の
公休日と学会参加期間（あと、不覚にも感染した事
による自主隔離期間）を除いた全ての期間を大学で
の研究期間に充てる事ができました。研究を実施す
る上で徹底されていた事が有りました。それは「選
択と集中」です。研究に取り掛かる前には、どんな
実験に取り組み、何を明らかにし、それらは価値あ
る成果となるのかについて時間をかけて議論しま
す。ICL では、独創性が確実に認められる内容であ
るか否かを徹底的に検討し、取り組むべき事項を選
別した上で、その事項に集中して取り組みます。自
分たちの成果を最大化するためのビジョンを明確に
して、関係者で共有した上で集中して行動する方針
は、学生たちの学修方針にも繋がっており、ICL の
教育が学生に浸透していると感じました。
　テイラー先生は、非常に多忙であるにも関わらず、
週末の午後には私のためにミーティングを開催して
下さいました。実は、燃焼研究は私の専門外だった
ため研究室の学生未満の知識量しか無かった上に、
英語力も乏しかったので、テイラー先生は内心困り
果てていたと思います。しかし、そんな私に対して

常に笑顔で研究に関する全ての情報を提供して下さ
り、質問についても理解できるまで丁寧に説明して
下さいました。先生のご厚意を無駄にしないために
も、少しでも何かを学ぼうと毎回必死に課題に取り
組み、汗だくになりながらディスカッション（にな
っていたかは微妙ですが）を行いました。そして、
月末のミーティング後は ICL の向かいにあるパブ
に行き、先生のご馳走でビールを飲みながら、研究
に関する心構えや裏話、プライベートに関する事ま
で多様な話をお聞かせくださいました。先生とのお
時間は、私にとって忘れられない至福の時間であっ
たと同時に、ICL で研究・教育を行うということを
教えて頂ける貴重な機会であったと感じています。
　今回の在外研究で忘れられないことがもう一つあ
ります。若手職員や学生達との交流です。彼らと私
とは20歳近い年の差がありましたが、彼らは友人の
様に接してくれて、常に一緒に居て助けてくれまし
た。燃焼に関する研究に初めて取り組み、英語もま
まならない私が 2 報の論文の共著者となる成果を挙
げ、二つの国際会議に参加できたのも、学生やポス
ドクの献身的な助けがあったからこそです。私がお
世話になりっぱなしだったにも関わらず、帰国の直
前には、私と家族を招待してのお別れ会を開催して
くれました。その別れの時に涙を流して見送ってく
れた彼らの姿を今でもよく思い出します。彼らと一
緒に過ごした時間や話したことの全ては、私の大き
な財産となっています。
　ICL での一年間はあっという間ではありました
が、非常に濃密な時間を過ごす事が出来ました。
ICL での研鑽を通じて、燃焼という私にとっての新
たな知見と研究技術を学ぶことが出来ました。それ
と同時に、「ICL で研究するということ」について、
その一端を教えて頂いたと感じています。これらの
事を、福岡大学での今後の教育と研究活動に反映さ
せていけるように努めてまいりたいと強く思いま
す。
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ミーティング後のパブにて（左側最奥がテイラー先生）

ポスドクと大学院生との食事会にて
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留学先について
　2021年 6 月から一年間、本学の長期在外研究員と
して、マサチューセッツ総合病院／ハーバード大学
医学部にて研究する機会をいただきました。マサチ
ューセッツ総合病院は、マサチューセッツ州ボスト
ンにあるハーバード大学関連の医療および研究機関
です。近隣にはハーバード大学の本学はもちろん、
マサチューセッツ工科大学やボストン大学など世界
的に有名な大学が多くあるため、私が所属したラボ

（Neurology and Radiology）もマサチューセッツ工
科大学などと多数の共同研究を行っていました。
　ボストンはアメリカ本土の中でも寒い地域で、12
月から 2 月にかけては気温が 0 ℃を上回ることはな
く、福岡でいう筑後川ほどある大きな川（チャール
ズリバー）が全面凍る時期もありました。また、冬
場は暖房を消して寝ると寒さで死ぬか、水道管が破
裂して死ぬかのどちらかとアパートのコンシェルジ
ュに引っ越し初日に言われたのが衝撃的でした。今
考えると、寒い分、研究室にこもって研究するしか
できないという環境は、限られた時間で研究成果を
出すにはプラスであったかなと思います。

コロナと留学
　本来、研究内容や生活について重点的に書くべき
と思いますが、私が留学をするにあたり一番大きか
った問題は、新型コロナウイルスの流行であり、今
後、留学をされる方の情報になればと思い、それに
ついて記載します。私が留学を開始したのは2021年
の 6 月で、ちょうど日本は緊急事態宣言中でした。
また、海外渡航に関しても、外務省が定める海外安
全情報では、当時のアメリカに対して「レベル 3（渡
航中止勧告）」を出しており、よっぽどのことがな
い限りは渡航できない状況でした。そのため、家を
探すための事前渡航ができない、留学先のラボは閉

鎖中で十分に連絡がとれない、そもそも飛行機が飛
ぶかもわからない、といった状況でした。幸い、私
は医療従事者のため、コロナワクチンを優先接種で
きたので海外渡航の許可がおりました。しかし、成
田空港はお店が全て閉店、機内は乗客が20-30人程
度とガラガラ、空港に着いても体調チェックばかり
と、異様な光景ばかりで、とても華々しい留学生活
の幕開けというものではありませんでした。アメリ
カに着いても10日間の隔離期間が必要であったた
め、ネット情報のみで事前に契約したアパートに入
居し、食料がない、タオルがない、ドライヤーもない、
スーパーに買い物にも行けないという10日間の隔離
生活が始まりました。また、アメリカ留学で最初に
することがソーシャルセキュリティーナンバーの取
得といわれています。これは銀行口座の開設、納税、
自動車免許取得などで必ず必要なものです。これま
でアメリカ留学をされた先生方は、ソーシャルセキ
ュリティーナンバーの取得は社会保障オフィスに行
けば即日で発行され、ハードルの高いものではなか
ったと思います。しかし、私が行った時期は、オフ
ィスは閉鎖中で、ネット社会のアメリカにも関わら
ず、電話予約のみ対応可能という状況でした。その
ため、電話は常に順番待ちの状態で、最初の 3 か月
は順番待ちのコールを聞きながら、研究をするとい
った研究生活でした。結局、ソーシャルセキュリテ
ィーナンバーは留学開始から 5 か月後に取得でき、
それでも「君は幸運だ」と言われるほどの滞りよう
でした。銀行開設や市民カードの発行も全て電話予
約のみで、おかげでレストランの電話予約などは抵
抗なく英語でできるようになっていました。

ボストンでの生活
　これまでの記載内容から、新型コロナウイルスで
ほとんど何もできない留学生活であったと思われそ

ボストンでの在外研究とコロナ

薬学部助教　中　野　貴　文
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うですが、そうでもありませんでした。私が渡米し
た時期はちょうどアメリカは新型コロナウイルスに
対して警戒を解き始めた時期で、ラボは再開し、街
の飲食店などもワクチン接種証明があればパスでき
る状況でした。そのため、週末はラボメンバーで
BBQ やバーに行ったり、時間がある時はバスケッ
トチームのセルティックスや野球チームのボストン
レッドソックスの観戦に行ったりと、正直、コロナ
はもう終わったという時をアメリカでは過ごしてい
ました。そのため、2022年夏に日本に帰国した時の
新型コロナウイルスに対する日本とアメリカのギャ
ップに最初は戸惑いました。

留学先での研究
　私が留学した研究室は脳梗塞、脳挫傷、クモ膜下
出血など中枢神経疾患を主に扱う研究室でした。研
究チームには日本人の他に、韓国、ドイツ、中国、
およびアメリカといった国籍の方がおり、多国籍チ
ームでした。また、私がわざわざ新型コロナウイル
スの流行時期に留学したのは、医療に従事する身と
してはどうしてもアメリカにおけるコロナウイルス
感染対策について実際の目で見たいと思い、脳梗塞
の研究に加えて、病院内のコロナ患者への対応およ
び感染対策についても学ぶ機会を設けてもらいまし
た。
　脳梗塞の研究については、これまで日本で行って
いた研究をベースに病態モデル動物の作製ができた
ため、スムーズにチームに加わることができまし
た。また、ハーバード大学の関連病院ということで、
きっと最先端の技術を駆使して、再生医療や想像も
できない研究をするのだろうと思っていました。し
かし、実際にはとてもベーシックで、コストを最小
限に抑えて最大限の結果を得ようというラボだった
ため、馴染みやすく、日本に持ち帰ることができる
技術も多く習得することができました。私が主に行
った研究内容は、生体内のエネルギー供給源である
ミトコンドリアを脳梗塞で脆弱した神経細胞に移植
し、脳梗塞からの回復を促進させるといったもので
した。言われてみれば納得する作用なのですが、ミ
トコンドリアのことを初めて勉強した高校生の時
は、このミトコンドリアが病気で弱った細胞も救
うことができるなんて想像もしていなかったので、

とても興味深い研究テーマをすることができまし
た。研究成果については、ラボの方針から、最初は
Nature 系や Cell 系の雑誌に投稿することになりま
した。結果はリジェクトでしたが、このようなレベ
ルの雑誌の査読に引っかかるだけでも私にとっては
初めての経験であり、投稿までのプロセスや雑誌編
集局とのやり取りの仕方など、全てが私にとっては
新鮮なものでした。最終的には、Communications 
Biology という雑誌に落ち着いたのですが、たった
一年ちょっとの留学で十分すぎる成果を出させても
らったラボメンバーには感謝しています。帰国後も
留学先とは連絡を取っており、今後は共同研究とい
う形で、今回の縁を大事にしていければと思ってい
ます。

　最後に、私が在外研究で不在の間、実務実習や事
前学習などで多くの方々にご迷惑をおかけしたかと
思いますが、快く送り出していただいた学部関係者
の皆様、そして新型コロナウイルス流行中で前例の
ない留学となりましたが多大なサポートをしてくだ
さった本学関係者の皆様に感謝致します。

日本人対決（大谷翔平選手 vs. 澤村拓一選手）
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１．はじめに
　在外研修制度を利用して、2022年 1 月～ 9 月に英
国ノッティンガム大学医学部の臨床・代謝・分子生
理学研究部門ならびに米国ユタ大学健康学部の栄養
学科に滞在する機会を得ました。この場を借りて、
その様子について報告させていただきます。

２．出発前
　私は博士課程終了後の1997年～2001年にかけて米
国セントルイスにポスドクとして留学した経験があ
ります。自分の研究者としての礎を築く有意義な経
験でした。帰国当初から、チャンスがあればもう一
度海外での研究生活を体験したいと考え、前任校

（地方の新設私立大学）では、再三にわたって教員
の在外研修制度を設置するように法人に働きかけま
した。「大学での教育・研究の質を向上させるには
教員の充電機会は必要不可欠」とも考えたからです。
しかし、大学法人は「教員を外で遊ばせるわけには
いかない」と取り合ってもらえませんでした。
　その後、2015年に福岡大学スポーツ科学部に移動
しましたが、在外研修制度があることを知り、早速、
希望を出しました。そして、出発の約 3 年前から研
修先の選定作業に入りました。まずは候補研究室の
論文を読みます。どこに留学しようか思案しながら
論文を読む作業は楽しく、また、真剣に読むので勉
強になります。さらに、関係者を探してボスの人柄
等もリサーチしました。研究内容が魅力的でも、外
国人に対する理解が薄いなどの人は除外する必要が
あります。情報収集のためのコンタクトを通じて、
数名の国内研究者とも知り合うことができました。
振り返ると、この頃から私の在外研修は始まってい
たのだと思います。
　最終的には、共同研究の実施が既に決まって
いた英国ノッティンガム大学（ダービー）の Phil 

Atherton 研究室に決めました。研修出発の約 1 年
前です。卒論生を抱えており後期を不在にするのは
困難なので、研修期間は 1 月～ 9 月と決めていまし
た。当初は 8 か月間に亘ってノッティンガム大学に
滞在する予定でしたが、腰を据えて研究するならば
最低 1 年間の滞在が必要であり、 8 か月間は中途半
端です。そこで、「どうせ中途半端ならば、ノッテ
ィンガム大学の滞在を 6 か月間に短縮して、もう一
か所行こう」と思い立ちました。「広く浅く、異な
る研究室を体験しよう」との発想です。出発まで 5
か月の時期でしたが、ぎりぎり間に合いそうです。
面識があった米国ユタ大学（ソルトレイクシティ）
の Dr Katsu Funai に早速連絡して快諾を得ました。
2 か国のビザ取得は大変で、自力でやるのは困難と
判断し、お金を払ってビザ取得のコンサルタントに
依頼しました。いろいろとお金はかかりましたが、
2 か所行けたことで「異なる文化・自然・研究環境」
を体験でき、有意義な在外研修となりました。

３．英国ダービー到着
　後期終了直前の2022年 1 月11日に福岡を発ち、英
国に向かいました。授業は全て終了していましたが、
卒論発表会や期末試験については助教の木戸康平先
生にすべてお願いしました（その後の前期のゼミ指
導も）。快く送り出していただいた木戸先生に心よ
り感謝いたします。この時期、日本ではまだコロナ
禍の真只中でした。成田を発つ飛行機に乗客の姿は
ほとんどありません。しかし、中東のドバイで英国
行きに乗り換えると状況は一変、完全満席です。そ
して、目的地の英国ダービーに到着。こぢんまりと
した街ですが、古くて落ち着いた街並みと緑の公園
に感動です。長旅の疲れも吹き飛び、早速、広い公
園をジョギングしました。
　到着後はホテルに約 3 週間滞在しましたが、長期

英国ダービーならびに米国ソルトレイクシティでの在外研究

スポーツ科学部教授　川　中　健太郎

― 29 ―

海外レポート



滞在ということで格安で広い部屋を使わせてくれま
した。その間、スマホの地図を片手に方々を歩き回
り、アパート物件を探しました。目ぼしい物件があ
れば、片っ端から電話やメールで連絡します。英語
での連絡・交渉に苦しみながらも、何とかダービー
大聖堂が目の前に見えるアパートに落ち着きまし
た。眺望は最高です。ただ、夜中にボイラーでお湯
を沸かして、それを 1 日かけて使用する給湯システ
ムになっており、沸かせるお湯の量が非常に限られ
ています。たっぷり湯舟での入浴は無理でした。ど
うも、日本人とは違って英国人に「湯水のごとく」
の概念はないようです。実験室での実験機器洗浄の
際にも、使用する水の量が少なく感じたのは気のせ
いでしょうか。

４．�ノッティンガム大学�Phil�Atherton�研究室
と英国ダービー生活

　Dr Philip Atherton（通称 Phil）は40歳代前半。
テニュアスタッフ 2 名、助教・テクニシャン等のス
タッフ 4 名、ポスドク 3 名、博士課程の大学院生が
15名程度のビッグラボを率い、臨床・代謝・分子生
理学研究部門のチェアマンも務めています。現在、
サルコペニア（加齢性筋萎縮症）が世界的な問題で
すが、彼の研究テーマの中心は“高齢者における筋
量維持・増加の方法とメカニズム”。この研究分野
における世界のトップランナーです。彼は、筋量を
増やす可能性のある処方であれば、それが運動であ
れ、食事であれ、薬剤であれ、何でも興味を持ちま
す。そして、大掛かりな介入研究（ランダム化比較
試験）を実行に移します。もちろん、これはお金と
労力に余裕があるからです。私も Phil にお願いし
て、中高齢者を対象とした16週間の介入試験に被験
者として参加しました。老化防止の秘薬（発表前な
ので内容は明かせません）が筋力トレーニング効果
に及ぼす効果を検討する実験です。毎日、秘薬（？）
を飲みながら、担当大学院生の管理下で週 3 回の筋
力トレーニングを実施しました。被験者になること
で、筋バイオプシーをはじめとした様々な実験測定
を体験でき、また、大学院生とのコミュニケーショ
ンを図ることができて有意義でした。
　ダービーでは、福岡大学で採取した筋サンプル

（我々と Atherton 研究室との共同研究サンプル）

の解析を主に行いました。サンプル数が200個近く
あり、ダービー滞在の 6 か月間で解析を終了させる
ように頑張りました。英国では（米国でも同様です
が）、日本のように夜遅くまで研究室に居残る実験
スタイルは好まれません。基本的に17時以降は早く
帰るようにいわれます。しかし、 9 時～17時では解
析が終わりません。そこで、朝 6 時くらいに研究室
に来て実験しました。たぶん、大学院生の誰よりも
実験していたと思います。
　英国で最も難儀したのは英会話です。British 
English は日本人に馴染みの深い American English
とは発音・イントネーション・表現が相当に違いま
す。もともと英語のヒアリングが苦手なこともあり、
研究に関する専門的内容でも理解度が10％未満で
す。Phil とのリモートミーティング中にフリーズす
ることも度々でした（パソコンでなくて私が）。し
たがって、周囲とのコミュニケーションは十分とは
いえません。仕方ないので、明るく大きな声で挨拶
することに努めました。まあ、それで何とかなりま
したし、英語が理解できないので嫌な顔をされると
いう経験はほとんどありませんでした。私のお世話
を焼いてくれた Dr Kenneth Smith は、最後、メー
ル で “We will miss your positive and cheerful outlook, 
along with your productivity” といってくれました。

　英国生活を開始した当初（ 1 ～ 3 月）は日も短く
天候も不順でしたが、 4 月以降はグングンと日が長
くなり、天候もよくなります。夏時間も始まり、 6
月では夜10時でも薄明るいです。そして、夏でも涼
しくて冷房が必要ありません。平日は仕事を終えて

英国ダービーの Atherton 研究室にて。向かって左から
Dr�Daniel�Wilkinson、著者、Dr�Kenneth�Smith。
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18時に帰宅し、妻と一緒に夕食を済ませてから自宅
アパート近くの緑豊かな公園で小一時間ほど散歩。
その後、バーでビールを一杯という余裕のある生活
を楽しめました。人生においてかけがえのない経験
となりました。そして、英国ダービーでの仕事を終
えて、 7 月13日、米国ユタ州のソルトレイクシティ
に向けて出発しました。

５．�ユタ大学�Katsu�Funai 研究室と米国ソルト
レイクシティ生活

　Dr Katsu Funai（船井克彦先生）も40歳代前半。
彼は運動や食事による骨格筋機能の変化を細胞膜の
観点から研究しています。ここ数年間で一流雑誌に
次々と論文を掲載し、脂が乗り始めた新進気鋭の研
究者です。Katsu は 2 ～17歳の 5 人の男の子の父親
で、米国人の奥様も大学教員です。子どもの朝食づ
くりをはじめ諸々の家事を負担しながら、何とか時
間を遣り繰りしながらの日々の研究生活です。そん
な忙しい生活の合間を縫って、私たち夫婦を 2 か月
間で 4 回も食事やドライブに連れて行ってくれまし
た。
　英国ダービーのときとは状況が異なり、ここでは
自分が行う実験テーマが明確に決まっているわけで
はありません。Katsu からは「 2 か月間ゆっくり過
ごしてください」と言われましたが、研究せずに遊
んで 2 か月間過ごすのも高度なコミュニケーション
能力を必要とするので自分には無理です。そこで、
自分なりに次の 2 つの課題を立てました。①ミトコ
ンドリア呼吸速度の測定方法をマスターする、②今
後の共同研究の打ち合わせを行うの 2 つです。
　研究室には 8 名ほどの博士課程大学院生がおり、
彼らともコミュニケーションを図りたいと考えまし
た。そこで、彼らには「自分が Professor であるこ
とは意識せずに、どんな仕事でも手伝うから言って
欲しい。実験動物飼育の手伝いやチューブのラベル
書きでもやりますよ」と伝えました。これによっ
て、彼らも遠慮なく私に仕事をふってくれるよう
になり、コミュニケーションも円滑になったと思
います。そして、姉御肌で面倒見の良い大学院生
Marisa Brothwell の実験アシスタントとして活動
しながら 2 か月間を過ごしました。彼女から、骨格
筋組織をすり潰してミトコンドリアを抽出し、その

呼吸速度（酸素を消費する速度）の測定方法を教え
てもらいました。また、休日にはアウトドア好きの
旦那さん Jesse の運転する車でカヌー遊びにも連れ
て行ってもらいました。ソルトレイクシティの雄大
な自然を満喫できました
　ソルトレイクシティ滞在中には、福岡大学で私の
留守を預かる木戸康平助教より、「大変、興味深い
実験データが得られました」との報告を貰いました。
ミトコンドリアの TCA 回路の中間代謝物に関する
重要知見です。早速、そのデータに基づいて新しい
研究計画を立てました。Katsu にも相談して、申請
する科研費の協力研究者に入ってもらいました。今
後の発展が楽しみです。

６．最後に
　 8 か月間に亘って、大学院生のような立場で研究
生活を送りました。出発前は、56歳の私に対して若
い大学院生が気軽な友人感覚で接してくれるのかは
疑問でしたが、実際には年齢の壁はあまり感じませ
んでした。友人感覚で過ごせました。年齢差を意識
しない彼らの文化によるものでしょう。そして、日
本では教授として過ごしている自分が、学生目線で
研究生活を送ることは、教員として、大変、貴重な
経験となりました。また、家族（妻）と滞在できた
ことで、良き想い出もたくさんつくれました。
　最後になりましたが、在外研修の機会を与えてく
ださった福岡大学の関係者の皆様に感謝申し上げま
す。在外研修は、福岡大学の教育・研究の質向上に
大きく貢献する制度であると確信しています。私自
身も、今回の体験を今後の活動に活かし、福岡大学
に貢献できるよう努力を重ねていく所存です。

米国ソルトレイクシティの Funai 研究室の面々と記念写真。著
者のサヨナラパーティにて。向かって左側がDr�Katsu�Funai。
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